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4. 高砂市の歴史文化を見直す効果的な視点（テーマ）
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5. 関連文化財群の保存活用区域
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６．関連文化財群の保存活用 

 

 

① 文化財保護制度による保存 

関連文化財群の保存活用については、文化財保護法の枠組みによるものと、それ以外のものが

考えられる。 

テーマごとの関連文化財群の中で、とくに代表的で重要な価値が認められる歴史文化資源に関

しては、その価値を担保しながら保存し後世に受け継いでいく必要がある。こうした歴史文化資源に

関しては、文化財保護法、兵庫県文化財保護条例、高砂市文化財保護条例などの関連法規に基

づいて確実な保存を図る必要がある。具体的には、文化財の六類型にあてはまるものについて、対

象となる文化財の価値に鑑み、順次、市指定、県指定、国指定文化財への指定、県登録、国登録

文化財への登録を進める必要がある。 

この場合、高砂市文化財保護条例には文化財保護法に示された文化財類型の五類型までは

整備されているが、「伝統的建造物群」はない。今回の調査で「みなとのまち」に係る関連文化財群

として、価値ある歴史的まちなみの存在が確認されていることからも、文化財の整備について検討し

ていくことが今後の課題のひとつである。 

指定文化財   

国 県 市 

 有形  有形  有形 

 無形  無形  無形 

 民俗  民俗  民俗 

 記念物  記念物  記念物 

 文化的景観 -  文化的景観 

 伝統的建造物群 - - 

ア．文化財保護の推進 

○今後、文化財保護行政の推進を図り、将来に向けて文化財を保存するためには、基礎的な調査

を継続して資料を収集し、保存に向けた取組みを行っていく必要がある。 

○埋蔵文化財の調査と重要遺跡の史跡指定への検討を行うほか、建造物や美術工芸品、歴史資

料など有形文化財の保存に向けた調査や、民俗文化財・無形文化財の調査・保存、文化的景

観の基礎的調査、歴史的建造物群としての一体的な保護施策の検討など、文化財類型ごとの

調査研究をふまえた文化財の保護を図っていく。 

○文化財の指定・登録にあたっては、本構想の歴史文化のテーマ設定による視点を反映し、地域

文化財としての枠組みを考慮し選定する。 

○指定・登録文化財の維持管理や防火防犯に向けた取組みを行う。 

○文化財調査で実施しリスト化された歴史文化資源のうち、保存すべき資源を抽出し、詳細調査を

実施したり学術的評価の検討を行って、文化財としての保存・活用を図る。 

 

登録文化財  

国 県 

 有形  有形（建造物） 

 有形民俗 - 

 記念物 - 

（１）保存の基本的な考え方 －文化財とふるさと文化財－
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＜ふるさと文化財制度の概要＞

市民や企業等が、地域に残る身近な歴史文化資源の発掘を行い、市民が主体となって、資源

の活用を展開する。 

くらしの中で大切に思うもの、いつも通る道すがらの気にかかるもの、地域で大切に受け継いでき

たもの、地域産業が英知を傾けて確立した技術の産物など、市民や企業等が大切にし、強い思い

をよせている事物・事象を、お互いにその価値を共有し、未来へ受け継ぐ意思をわかちあおう、とい

う趣旨をもつ。 

ア．背景

文化財制度は、学術評価や文化財的価値を基準に、一定の制限のもとで、将来にむけて保存と

活用を図るものである。学識者の評価をもとに、所有者の意向を尊重し、保存活用に向けた取組み

である。 

地域には、歴史文化のあゆみを経て残されてきた資源が、渾然一体となって継承され、それが

地域の特性を形成している。文化財制度で取り上げられたもの以外にも、市民が大切に受け継いで

きた地域資産が豊富に残されてきた。それらが、現代の暮らしの中に息づき、様々な場面や環境で

市民が共有し、地域社会を形成してきたといえる。 

しかし、市民の身近にあり、強い想いを寄せる多様な歴史文化資源に対して、それを顕彰し存在

を明らかにする手段が限られているのが現状であるといえる。 

イ．趣旨

地域の歴史文化遺産の存在や価値を顕在化するために、市民自ら将来に受け継ぎたいと想い

を寄せる歴史文化資源をふるさと文化財として登録する。高砂市らしさとは何か、市民の想いや現

状認識、どのような手法で継承できるのか、などの課題を見つけ出し、文化財の保存活用に向けた

取組みや、市民が主体となって取組むまちづくり・観光・市民活動へ展開する具体的な施策へ結び

つける機会となる。 

自分たちの住むまちに身近に豊かに存在する高砂市のお宝を探し出す動機となり、その発見を

通じて、高砂市の歴史文化に誇りを抱くとともに、市民自らが主体的に探し出し、地域の宝として活

かす大きな動きを生むことができる。 

ウ．内容

市民から登録申請があった歴史文化資源を、行政が市民と連携を図りながら、文化財審議委員

会の助言を得るなどして登録する。登録にあたって、本構想で設定した歴史文化のテーマや、市民

による活用展開を想定したテーマ等で見直す。その検討を通じて、身近な資源とテーマの関係性、

資源同士の関連性が明らかになり、高砂市の歴史文化が立体的に浮かびあがることが考えられ

る。 

エ．活用

ふるさと文化財の周知ができるように、登録されたふるさと文化財をインターネットで公開したり、

市民による意見交換の機会を設けることなどを将来的に検討する。ふるさと文化財と生活文化との
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